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 年長組 稲刈り   

年長組の子どもたちが７月に田んぼに植えた苗が大きく育ったので、１６日にみんなで稲刈りを

しました。当日は健大の農学部の先生方や学生の皆さん約２０名がお手伝いしてくださいました。

子どもたちは稲刈り用のノコギリ鎌を手に、もう片手で株をしっかりつかんで力強くザクザク刈り

ました。刈った稲穂を笑顔で高々と掲げる姿は、自慢げでした。きっと美味しいお米に仕上がって

いることと思います。 

今後は、幼稚園にもらってきた稲穂からお米にする３つの作業、①脱穀（米粒を穂からとる作

業）、②もみすり（米粒の外側の固い殻をはがして玄米にする作業）、③精米（玄米の外側の薄い

皮をはがして白米にする作業）を手作業ですることに挑戦します。お米にしたあとは、農学部の方

を招いて感謝の会をしたり、できたお米を健大の健康栄養学科の学生さんと一緒におにぎりにし

て食べたりする予定です。苦労して作ってきたお米を自分の手でにぎって食べるおにぎりは、格別

なおいしさだと思います。子どもたちにこのような豊かな経験・体験を通した食育ができるのも、

農学部や子ども教育学科、健康栄養学科等のたくさんの方々のご協力の賜物です。大変ありが

とうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


